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再生可能エネルギーとは?

太陽は毎日昇り、水は山・l!|・ 海・空を循

環します。太陽光、風力、水力…・そのエネ

ルギーは、一度利用しても比較的短期間に

再生可能で、これら枯渇しないエネルギー

を「再生可能エネルギー」といいま魂

私たちが日常生活て使用するエネル

ギーのほとんとが化石燃料によるもので丸

しかし、それらは長い歳月の中で形成され

た限りある資源なので魂

地球温暖化をはじめとする環境問題に

直面し、化石燃料のみに頼らないクリーン

で持続可能なエネルギーによる社会を創

る必要性が高まつている現在、身近に存在

する再生可能エネルギーの活用が叫ばれ

ていま魂

見える化などによる
地域全体の

エネルギー消費の

削減

市民の力で地域のエネルギーを創る

「おだわら再エネJが目指すもの
東日本大震災以降、環境配慮からの取り組み

はもちろん、災害に強い街づくりの点からも再生

可能エネルギーの普及はとても重要な課題と

なつています。そこで本市では、市内の学識経験

者、地元企業、行政などが一丸となつく 平成23
年 12月 に小田原再生可能エネルギー事業化検

討協議会を立ち上げました。次の3つ の言葉を

基本理念とし、地域て消費するエネルギーをでき

るだけ地域て作り出す仕組みを検討していま魂

「創エネJ

環境負荷の少ない地域資源である再生可
能エネルギーの普及

「省エネJ

見える化などによる、地域全体のエネル
ギー消費の削減

「みんなのエネリレギーJ

市民の力で地域のエネルギーを倉」る
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再生可能エネルギー導入に関する市民、事業者の意識
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わからない
41%

導入を進めていく必要はない

04%

エネルギー関連などの産業振興、
一

雇用の拡大、

地域活性化が期待できるため、

導入を進めていく必要がある

114%

|

より安全安心なエネルギーの
確保につながるため、

導入を進めていく必要がある

338%

無回答・無効回答
35%

無回答・無効回答

わからない_  88%

多様なエネルギー源による供給

体制の構築が必要なため、導入

を進めていく必要がある

273%

温室効果ガスを削減し、

良好な地球環境を引継ぐため、

導入を進めていく必要がある

196%

多様なエネルギー源による

供給体制の構築が必要なため、

導入を進めていく必要がある

298%

温室効果ガスを削減し、

良好な地球環境を引継ぐため、

導入を進めていく必要がある 263%

小田原市民や事業者のみなさ

んに再生可能エネルギーの活用

についてのアンクートをしてみる

と、再生可能エネルギーの導入

についく 積極的に取り組むべき

という高い意識をお持ちで鳥

その中で みなさんが取り組む

ことができる太陽光発電にはど

の様なイメージがあるのでしょう。

アンクートによると、やはり太

陽光発電の設備は高額というイ

メージがあるようです。また、設

置したいけど、マンションや集合

住宅のため設置できないなどの

状況がわかりま丸 これらの課題

を解決できれば、さらに普及が

進むのではないてしようか。

35%      |

帝合身
進めていく必要はない-1

エネルギー関連などの
産業振興、雇用の拡大、

地域活性化が期待できるため、

導入を進めていく必要がある

105%

|

より安全安心なエネルギーの

確保につながるため、

導入を進めていく必要がある 193%

設置にかかる費用が高額である

借家、または集合住宅のため

設置できない

維持費用が高額である

設置にあたっての条件、制約、
手続きの仕方が分からない

導入するメリットが分からない

物理的に設置する場所がない

十分な発電が見込めない

その他

既存の設備が無駄になる

そもそも関心がない

自宅や周囲の景観に馴染まない

太陽光発電設備の導入を検討しない理由

466%

330%

200%

131%

118%

106%

108%

11.3%

57%

32%

27%

15%

80%    100%60%
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太陽光発電の普及に向けて

当協議会では、さまざまな再生可能エネ

ルギーの中から、まずは多くの人が取り組

める「太陽光発電」の検討に着手しました。

具体的には、出資金て公共施設等に太

陽光パネルを設置し、発電による売電収入

を出資者の配当にあてる仕組みや、一般住

宅向けに、ノ`ネル利用料を毎月定額支払う

ことにより、初期費用0円て太陽光パネル

を設置できる仕組みを検討していまt
家庭や身近な施設に太陽光パネルが設

置され、自分たちの使う電力をより身近に

感じることができます (エ ネルギーの見え

る化 )。 再生可能エネルギーの普及には、

皆さまひとりひとりの高い意識とこ協力が

必要て魂

太陽光発電普及の仕組み (案 )

市民フアンド

出資    配当

市民等

小田原再生可能エネルギー事業化検討協議会の紹介

・…小田原再生可能エネルギー事業化検討協議会 …

役割:各種再生可能エネルギーの導入促進事業スキームの策定

事業化検討チーム:専門的な調査検言寸

太■光発電事業化検討チーム

000発電事業化検討チーム

OC(D発電事業化検討チーム

意見交換

検討状況

報告

事務局
小田原市

・ 市民・事業者との

・「市民意見交換会」

当協議会は、市民・事業者との意見

交換を行い、お互いの理解を深めな

がら、各種再生可能エネルギーの導

入促進事業の立ち上げることを目的

とし、取り組み全体を小田原市がバッ

クアップをする官民協働の組織団体

で魂

本市は、環境省が募集をした、「平

成23年度地域主導型再生可能エネ

ルギー事業化検討業務」に採択され、

国や専門家の支援を受けながら、再

生可能エネルギーの普及を目指した

モデル都市としての活動を続けま魂
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〒250-8555神奈,‖県7」 田ヽ原市荻窪300番地
TEL 0465-33-1424 FAX 0465-33‐1487

http://www city odawara kanagawajp/field/envi/environ/reproduction/

電力会社

パネル設置

一般住宅

(公共施設等)

売電

パネル利用料

小日原市 環境部


